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か
月
目
に
南
三
陸
町
と
協
力

し
て
全
町
民
の
生
活
機
能
の

実
態
把
握
を
行
い
ま
し
た

（
回
答
者
１
万
２
，６
５
２

人
、
回
収
率
83
．9
％
、
高

齢
者
で
は
90
．1
％
）。

そ
の
結
果
は
、
震
災
前
に

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け

て
い
な
か
っ
た
、
元
気
な
高

齢
者
３
，３
３
１
人
の
４
分

の
１
近
く
（
23
．9
％
）
で
、

震
災
前
よ
り
も
歩
行
が
難

し
く
な
っ
た
ま
ま
だ
っ
た

の
で
す
。

歩
行
以
外
の
、
身
の
回
り

動
作
な
ど
の
生
活
動
作
に
も

低
下
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
生
活
機
能
低

下
の
お
も
な
原
因
は
、
ケ
ガ

や
病
気
で
は
な
く
、「
生
活

不
活
発
病
」
で
し
た
。

岩
手
県
大
槌
町
と
山
田
町

で
も
同
程
度
の
低
下
が
認
め

ら
れ
、
他
の
被
災
地
の
多
く

で
も
同
様
の
こ
と
が
起
こ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

Ｑ
：
最
近
の
状
態
は
？

昨
年
10
月
、
発
災
１
年

7
か
月
後
に
、
南
三
陸
町

で
の
40
歳
以
上
の
全
町
民

Ｑ
：
生
活
不
活
発
病
と
は
？

文
字
通
り
「
生
活
が
不
活

発
」
な
こ
と
で
起
こ
り
、
全

身
の
体
や
頭
の
働
き
（
心
身

機
能
）
が
低
下
す
る
病
気
で

す
。
特
に
高
齢
者
や
障
害
の

あ
る
人
に
起
こ
り
や
す
い
も

の
で
す
。
う
っ
か
り
す
る
と

寝
た
き
り
に
ま
で
な
っ
て
し

ま
う
「
恐
い
」
病
気
で
す
。

「
動
か
な
い
と
体
が
な
ま

る
、
弱
る
」
と
い
う
の
は
常
識

で
す
が
、
そ
れ
が
、
普
通
に
は

考
え
ら
れ
な
い
程
度
に
ま
で
達

す
る
こ
と
が
あ
る
の
は
、
あ
ま

り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ

は
高
齢
者
に
限
ら
ず
誰
に
で
も

起
こ
り
、
子
ど
も
で
さ
え
起
こ

る
の
で
す
。

生
活
不
活
発
病
は
予
防
で

き
、
正
し
い
知
識
を
も
っ
て
早

期
発
見
・
早
期
対
応
す
れ
ば
、

回
復
が
可
能
で
す
。

Ｑ
：
こ
の
病
気
を
正
し
く

理
解
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
？

大
事
な
ポ
イ
ン
ト
は
、「
生

活
不
活
発
病
」
と
い
う
名
前

に
あ
る
「
生
活
」
で
す
。「
生

活
」
と
は
朝
起
き
て
か
ら
夜

寝
る
ま
で
の
「
一
日
の
暮
ら

し
方
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

一
日
の
暮
ら
し
は
、
仕
事

や
家
事
や
趣
味
な
ど
を
し
て

い
れ
ば
、
自
然
に
体
を
動
か

す
機
会
が
多
く
「
生
活
は
活

発
」で
す
。
災
害
の
の
ち
は
、

そ
れ
ら
の
機
会
が
少
な
く
な

る
の
で
、「
生
活
が
不
活
発
」

に
な
り
や
す
い
の
で
す
。

Ｑ
：
今
回
の
東
日
本
大
震
災

で
の
発
生
状
況
は
？

 

適
切
な
支
援
活
動
の
た
め

に
は
、
現
状
把
握
が
大
事
で

す
。
そ
の
た
め
に
、
発
災
７

の
調
査
（
回
収
率
93
．0
％
、

高
齢
者
は
97
．4
％
）
で
、

震
災
前
は
元
気
だ
っ
た
高

齢
者
３
，
６
８
１
人
の
3

割
近
く
（
29
．2
％
）
に
、

震
災
後
に
出
現
し
た
歩
行

困
難
が
残
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
そ
の
1
年
前
の

23
．9
％
よ
り
も
増
え
て
い

た
の
で
す
。
大
槌
町
で
も

ほ
ぼ
同
様
で
し
た
。

Ｑ
：
応
急
仮
設
住
宅
だ
け
で

起
こ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

い
い
え
。
生
活
が
不
活
発

に
な
れ
ば
ど
こ
で
も
起
こ
る

の
で
す
。
南
三
陸
町
で
も
、

仮
設
住
宅
だ
け
で
な
く
、
自

宅
生
活
で
も
、
し
か
も
津
波

の
直
接
的
な
被
害
の
な
か
っ

た
場
所
で
も
、
起
こ
っ
て
い

る
こ
と
は
注
目
さ
れ
ま
す
。

確
か
に
調
査
時
の
住
居
に

よ
る
違
い
は
あ
り
、
仮
設
住

宅
で
は
ほ
ぼ
３
割
と
、
平
均

（
約
２
．４
割
）
よ
り
多
く
起

こ
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

町
外
の
み
な
し
仮
設
や
親
類

宅
に
住
ん
で
い
る
人
に
も
同

程
度
の
低
下
が
み
ら
れ
ま
す

の
で
、
注
意
が
必
要
で
す
。

防ごう! 生活不活発病
第１ 回 　生 活 不 活 発 病 と は 何 か
大川 弥生（おおかわ やよい）
国 立 長 寿 医 療 研 究 セ ン タ ー 部 長 　 医 師

[ プロフィール ]　宮城県生活不活発病予
防アドバイザー。新潟県中越地震以来、
各種災害で現地活動や実態把握を実施。
東日本大震災でも発生直後から現在まで、
行政への助言指導から住民への指導まで、
幅広い支援活動を継続中。生活不活発病
研究の第一人者。現在、厚労省社会保障
審議会生活機能分類専門委員会委員長。
中央防災会議専門委員等を歴任

新刊『「動かない」と人は病む ～
生活不活発病とは何か～』（講談
社現代新書） 定価：７６０円（税込）
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宮城県サポートセンター支援事務所
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-7-4 宮城県社会福祉会館 3 階
TEL 022-217-1617　 FAX 022-217-1601

 サポートセンター行脚  
宮城県サポートセンター支援事務所　所長　鈴木守幸

　震災が起きていなければ、私たちの人生は大きく違って

いたことでしょう。自らも被災者である人、福祉とはまっ

たく関係のない仕事をしていた人、みんなさまざまな経緯

があって、今の仕事に就いていることでしょう。「対人援

助の仕事が自分には向いていないのでは……」、と日々悩

んでいる人もいることでしょう。　

　私はいつも思います。物事には必ずと言ってよいほどに、

二面性（表裏）があるということを。震災が起こったこと

で、言葉に表せないほどの喪失と悲しみがある。その一方

で、身に染みるほど気づかされた、命の儚
はかな

さやふだんの暮

らしのかけがえのなさ、人のやさしさ、たくましさ。また、

仕事を失い、新たな支援員という職に就いたことでの、まっ

たく新しい世界と人との出会い、そして学び、よろこびな

ど。

　失業と喪失、混乱のなかで選択した今の支援員という仕

事。自ら好んで就いた人、ほかにやりたい仕事がなくて仕

方なく就いた人、さまざまだと思います。でも最後は、自

分の意思で今の仕事を選んだはずです。

　“出来ごとそのものには、何の意味もない。よいも悪い

もない。決めるのは人である”と言われます。その意味も

価値も、その人が見い出し、決めているということです。

今の仕事にどんな意味を、どんな価値を見出すかは、各人

が決めればよいのです。あなたにとって、支援員という今

の仕事はどんな意味、価値がありますか……？

　前向き・肯定的にとらえるか、後ろ向き・否定的にとら

えるかによって、今の暮らしとこの先の人生が大きく違っ

てくることも私は経験しました。物事の二面性、あなたは

どんな見方をしますか？

宮城県サポートセンター支援事務所からのお知らせ

宮城県サポートセンター支援事務所 
  　　　　アドバイザー　浜上 章

サポーターのあなたへ！

［プロフィール］鳥取県生まれ。兵庫県川西市、兵庫県と大阪府の社会福祉協議会
で地域福祉活動の推進や個別支援に携わる。気仙沼市社協災害ボランティアセン
ターの支援にかかわったことが縁で、2012 年 4 月より宮城県サポートセンター支
援事務所アドバイザーとして、サポーターの研修等支援にあたっている。

震災から3度目の春が来ました。被災地では災害公営住宅の

入居が始まったところもありますが、総じてまだ先の話です。

スピード感のある復興が求められていますが、被災者の思いに

沿った丁寧な対応と話し合いが不可欠だとも思います。

ＮＨＫで放映された、ハーバード大学のマイケル・サンデル

教授による「東北大学での白熱教室」をご覧になった人も多い

と思います。東北のシャイな人たちによる白熱した議論でした。

私が印象に残ったのは、最後に意見を述べた、南三陸町で被

災者生活支援センターのリーダーとして活躍されているＨさんの

意見でした。「コンセンサスというのは『合意』ではなく『納得』

という言葉がふさわしい」という発言から、南三陸町でのＨさ

んの活動はこの姿勢のうえにあるのだと感じ入りました。サン

デル教授も、「意見を一致させることと、個々人が納得し受け

入れるのとは違う。すべての意見を採用はできないだろうが、

それでも全員の声を聴き、検討していくことがたいせつ」と話

していました。

最近、Ｈさんから南三陸町での支援センターの活動報告を

聞く機会が続きました。復興に向けての地域づくり、まちづく

りを意識した報告は傾聴に値します。特に市町社協の皆さんに

は大きな支えとなると思います。

今の制度は申請主義、自己申告で成り立っていますが、一

定の配慮を要する人たちがいることも忘れてはいけません。私

はよく「公的な新たな見守り役」の必要性を説きますが、その

人財はサポートセンター事業にかかわる従事者から登用される

べきだと考えています。そのためにも、先を見据えたＨさんの

復興への視点に注目するとともに、そろそろ宮城方式のサポセ

ン事業の検証と今後の展開を「共通言語」で語り合う必要が

あると考えます。その呼び水の議論をＨさんに託す魂胆を密か

に抱いている次第です。もっとも、これでバレてしまいますが、

Ｈさんは逃げないと思います。　

浜上章からのメッセージは、被災地にかかわるなかで日々思い、感じたことなど、あくまでも浜上個人が考え表現し書いたものです。
読まれた皆さんご自身が、自らの心に問いかけて、「そうだ」と信じられることだけを受け入れていただければ幸いです。

支援員という仕事の意味・価値を考える

※支援員＝生活支援相談員、見守り訪問員、訪問支援員、復興支援コーディネーター、復興支援員など、被災者支援に携わる人の職名を総称しています。

ひとりごと
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　「気仙沼市応急仮設住宅入居者等サポートセンター一関

地区」が立地する、岩手県一関市の旧千
せん

厩
まや

中学校跡地仮

設住宅には、宮城県気仙沼市の市民 130 世帯（高齢化率

40％）が暮らしています。市の指導ですぐに自治会が発

足しましたが、たくさんの支援物資の配布やボランティ

アの受け入れ調整に追われて、日々混乱のなかにあり、

自治会が機能しにくい状況でした。

　そこで、住民やサポートセンター、行政とで自治会の

あり方について検討会を開く一方、宮城県サポートセン

ター支援事務所に相談をし、アドバイザーの浜上章さん

から「自治会という形にこだわらずに、『親睦会』として

はどうか」という助言をいただきました。それを検討会

で提案したところ、「親睦会だったら、やってもいいよ」

と住民の人たちから賛同をいただき、2012 年 10 月から

「親睦会」という名称のもと、世話人３人と班長 13 人（棟

ごとに１人配置）とで、季節ごとの交流イベントの開催

や集会所の管理などを行っています。

　「親睦会」と名前を変えてから、年末の大掃除や新年

会、お花見などに多くの人が参加するようになり、また、

手芸やカラオケ、体操などを毎週集会所で楽しむグルー

プも生まれました。地元の千厩の住民や学校、商店街な

どとの交流も深まっています。世話人たちからの要望で、

サポートセンター職員によるパソコン教室を開き、連絡

用の事務文書を自分たちで作成するようになるなど、世

話人たちもレベルアップしています。ボランティアの受

け入れを親睦会で断りにくいときには、代わりにサポー

トセンターが先方に断るなどの役割分担もしています。

　親睦会をとおして、一人ひとりがここでの自分の役割

を考えてくださり、「一緒に気仙沼へ帰りましょうね」と

声をかけ合う姿も見られます。仮設住宅がなくなる最後

の日まで、サポートセンターとして皆さんの暮らしを支

えていきたいと考えています。（談）
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編集●東北関東大震災・共同支援ネットワーク地域支え合い情報編集委員会　発行●特定非営利活動法人全国コミュニティライフサポートセンター（CLC）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  宮城県仙台市青葉区木町16番30号シンエイ木町ビル1F  TEL022-727-8730 FAX022-727-8737
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  E-mail joho@clc-japan.com  URL http://www.clc-japan.com/

月刊東日本大震災・被災者の暮らしを豊かにする　　　地域支え合い情報 9号

「月刊 地域支え合い情報」を年間購読しませんか？
お知り合いの方へのプレゼントにもご利用ください。

●購読会員　年3,600円（年12 回、送料込み）

●支援会員　１口 3,600円（年12 回、送料込み）
ご指定いただいた先へ、それぞれ年 12 回お送りします。指定がない
場合は、編集部が選定する被災都道府県・市町村の被災者の生活支援
担当課、または社会福祉協議会のほか、全国に避難する被災者を支援
する都道府県、市町村の被災者の生活支援課または社会福祉協議会に
送付いたします。

購読ご希望の方は下記口座へお振り込みください。編集部にて確認
次第、情報紙を発送いたします。

＜お振込先＞　●ゆうちょ銀行振替口座   
　　　　　　　口座番号：０２２６０－９－４６３０３
　　　　　　　加入者名：全国コミュニティライフサポートセンター

※通信欄に、「地域支え合い情報紙　購読費」と記入したうえで、
①お届け先の住所と②何号からの購読申込みか、支援会員の方は③
希望する送付先のあて名、または ④「指定なし」と記入してください。

 購読者を募集しています！

バックナンバーがホームページで読めます！
http://www.clc-japan.com/sasaeai_j/

気仙沼市応急仮設住宅入居者等サポートセンター一関地区
岩 手 県 一 関 市 千 厩 町 千 厩 字 構 井 田 8 8

T E L & F A X 　 0 1 9 1 - 5 2 - 5 8 0 2

DATA

岩手県
一関市

月刊「地域支え合い情報」は、コミュニティ（地域づくり）か
ら震災・復興を考え、提案していくために生まれた情報紙です。
ぜひ忌憚のないご意見・ご感想を FAX またはメールにて編集
部までお聞かせください。

☆次号予告　特集「支援から生まれた住民活動」

編 集 後 記
☆ほのぼの主催者、髙原さんのお話を聞き、強く胸を打たれる思いがしました。
故郷を守ろうという決意、それにはやはり一人ではできないこと、仲間の大切
さを感じます。（菅原）

読 者 の 声

あ な た の 活 動 ・ 地 域 の 活 動 情 報 を お 寄 せ く だ さ い 。

TEL 022-727-8730　FAX 022-727-8737
E-mail joho@clc-japan.com

8 号を読んで…
・同じ被災地としての活動している様子の写真を拝見して、とても元気をいただき
ました。少しでも情報を共有し、がんばっていきたいと思います。（女川町・C さん）

のきっかけは「親睦会」
気仙沼市応急仮設住宅入居者等サポートセンター
一関地区（岩手県一関市）

インタビュー 暮らしを支える支援員

・毎号、楽しみにしています。被災地への復興事業や地域活動などのためにな
るニュースが、とても参考になります。（石巻市・Y さん）

住民交流

所長 及川美佳 さん

自治会運営のヒント


